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認知症グ
ループホー
ム

合計

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム

詐欺・悪徳商法・交通事故など
高齢者の日常生活におけるリス
クが高まっている

訪問販売から湯沸かし器交換工
事などで160万円を支払ってお
り、その上さらに台所の追加工
事の契約を結んだ高齢者

地域全体で高齢者に注意喚起、
見守りを行っていく

介護予防・フレイル予防の取り
組み

医療・介護の専門職が地域の元
気な高齢者にもアプローチして
予防の普及啓発に取り組む

〇病院と包括がコラボして、予
防教室を開催する
〇予防の取組について病院発信
の情報と包括発信の情報を病院
と包括が共有する

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

要支援認定者を受けるリハビリ
デイサービスと訪問介護が不足
している

ケアマネがサービス事業所を探
すために何十件も電話したり、
利用開始を数カ月待たされてい
る

〇徒歩圏内の通いの場（イン
フォーマル資源）を増やしてい
く
〇生活支援については、住民同
士の助け合いやボランティアの
仕組み作りをする

〇介護予防やリハビリができる
通いの場を増やす
〇ボランティアの担い手を増や
す

要支援サービスの指定事業者数
の今後の需給計画を市民・介護
サービス事業所・ケアマネに説
明する必要がある

市役所

合計

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

ボランティア

グループ
ホーム

フレイル・認知症等のリスクを
抱える世帯の早期発見・早期対
応

〇フレイルチェック等具体的な
手段方法について
〇地域の方にも参加頂き、予防
活動実施
〇地域資源の新規立ち上げ、発
展

〇住民主体の社会資源の立ち上
げ、継続的活動に繋げる
〇社会資源同士がコラボした活
動の取り組み
〇専門職を生かした地域活動

〇社会資源の立ち上げや継続活
動の支援体制の拡充
〇移動支援の充実

小規模多機
能

地域包括

〇警察や消費生活センターから
の情報を包括や介護事業所も共
有し、高齢者に発信する
〇多世代交流の場所・機会を増
やし、見守りの意識を高める
〇警察を講師に招き、自転車交
通教室を開催する
〇防災情報を発信する

町会 ケアマネ

地域共生社会の
実現～専門職と
地域活動との連
携による介護予
防の推進～

専門職と地域活動が協力して行
う介護予防活動の具体的な取り
組み方法について

町会 ケアマネ

地域課題の整理
と今後の取り組
みについて

ボランティア
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社会資源を発掘し周知してい
く。社会資源は課題発生時に利
用するだけでなく、予防的にも
利用し、自助・共助力を高め
る。その事も周知する

金銭管理やゴミ回収等の公的事
業を利用する際の、迅速性と簡
易性を高める構造の構築

高齢者の課題に対して、ケアマ
ネを始めとした支援者が、業務
外の支援を行わざるを得ない現
状がある

R6年個別ケア会議、事例１、ゴ
ミ屋敷の高齢者に介護サービス
の導入が困難で、ケアマネが掃
除を行なっている事例

社会資源が不足、又社会資源が
あっても周知が不足し、実際に
は活用ができていない

小規模多機
能

合計

1

地域包括

市役所

グループ
ホーム

町会 ケアマネ

ボランティア

地域には制度の隙間の課題を
持った高齢者がいる事は必然。
地域や各職種がチーム組む事で
対応する

既存の社会資源を、把握しやす
いツールを使用し、分かりやす
く周知していく

病院への緊急搬送時、同乗者の
有無を問わず搬送、受診できる
仕組み作り

地域包括

オレンジ
協力員

市役所

〇回覧板や地域の広報誌、チラ
シ等を活用しつながり協力員事
業の周知、広報を行い高齢者の
継続的な見守り体制が構築でき
るように働きかけを行っていく
〇いきいきサロンの参加者に周
知・広報を行い、支える側とし
て協力して頂ける人材を発掘し
ていく

高齢者の見守り
の実施体制につ
いて（つながり
協力員）

ボランティア

生活支援
CO

その他

多機能CO

在宅医
療･介
護連携
支援ｾﾝ

ﾀｰ

地区社協 介護事業者

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

見守りを必要としている人がど
こにいるのか、高齢者の対象者
の把握

○定期的にトラブルのある利用
者の支援。本人の要望が強い方
の支援について
○虐待が疑われる状況におい
て、迅速な対応が必要な事例に
ついて
○環境の変化が著しく戸惑って
いる本人への支援について
○精神疾患のある家族への対応
○金銭的困窮、認識不足で介護
サービスが困難な方への今後の
援助について

〇福祉の事業所の方にも協力員
登録をしてもらい、送迎の際や
訪問の移動時、心配なことや
困った人がいたら連携すること
ができるようにする
〇多世代交流の場やなんでも話
の出来る場所があると良いので
はないか

〇今回参加していない近隣の事
業所にも声掛けを行っていく
〇ふらっと立ち寄れるような場
所づくりをするための、開催場
所を何か所・どこにあると集ま
れるかを考えていく

認知症高齢者の継続的な地域の
見守り体制の整備について。協
力員になる為の登録の手軽さや
敷居を低くする為にどうすれば
よいか

〇つながり協力員の方でも得
意、不得意があるので、可能な
ことを把握する。各地域でつな
がり委員の可能なことを把握し
ておく
〇支える側、支えられる側双方
への周知が必要。回覧板や地域
の広報誌、チラシ等を活用して
はどうか
〇いきいきサロンの参加者に周
知・広報してはどうか
〇見守り協力員それぞれがどの
ような活動をしたいか事前に個
別に意向を確認したほうが良い

合計

町会 ケアマネ

市社協

民生委員

制度の隙間の支
援について
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地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

ケアラーに対してどのような支
援ができるのか。ケアラーが求
めている支援とは何か

子と二人暮らし。こだわりや拒
否が強く、好き嫌いも激しい。
認知症進行に伴い、理解力、介
護力に乏しい子の介護疲れがあ
り子がサービス利用を希望して
も、子が心配で利用に至らない

〇ケアマネがモニタリング時に
⾧めに話を聞いたり、訪問職員
から子の様子を聞き、状態に
よっては電話でのフォローをす
る
〇近隣住民や民生委員が聞き手
になる
〇介護が必要ということを隠さ
ず、近所に伝え、周囲にフォ
ローを求める

〇ケアマネと連携して、若年層
の支援機関と繋がる機会を提供
する
〇介護者として話せる場所や相
談できる場が提供する

〇入所費用負担の軽減として、
家族が入所施設で働き料金を安
くする。施設側は人手不足の解
消にもつながる。実現するには
企業ごとの努力が必要になるた
め、市や県が体制を整えて推奨
していく必要がある
〇元気な高齢者を集めての見守
りシステムを行政として構築す
れば、ケアラー負担を軽減でき
るのではないか

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム
小規模多機
能

支援者間の関係性が希薄なこと
により必要な資源が届かない

支援者間での連携ができておら
ず、地域資源を知らないこと
で、活用できるはずの制度や資
源が埋もれてしまっている

専門職間、専門職-地域間で細や
かに連携を図れるようなネット
ワークを構築していく

町会 ケアマネ

ケアラー支援に
ついて～ケアす
る人を支え、手
厚く見守れる地
域へ～

ボランティア

合計

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

本人の困りごと発信を含む情報
へのアクセスの弊害による社会
資源活用のしづらさがある

支援が受けられることを知らな
いことから、困りごとが複雑化
した状態で発見に至るケースが
ある

松戸市で始まる地域資源サイト
を有効に活用できるよう、情報
を受け取る当事者だけでなく、
支援者にも周知を図っていく

地域資源情報サイトでは掲載し
きれない地域の詳細な情報を、
どのように周知・活用していく
かを、地域の関係者の中で検討
していく

〇情報資源サイトを住民のニー
ズに合う形になるような工夫と
専門職への周知
〇困りごとを抱えている当事者
自身がその困りごとを発信でき
るような仕組みづくり

町会 ケアマネ

矢切地区の資源
を生かすために

地域包括

市役所

ボランティア
資源が豊富にも関わらず、活用
されないことから、資源自体が
衰退化する可能性がある

〇通いの場の参加者の減少、活
動の代表やボランティアの担い
手不足
〇既存メンバーが新しい体制や
人を敬遠する風潮が残存してい
る

全世代が容易に情報を受け取
れ、かつ興味が引くように発信
の方法を工夫する

地域資源が衰退化する可能性が
あるという課題を、運営を担う
者だけでなく、誰もが自分事と
して考えられるような意識づく
りの体制を模索する

グループ
ホーム

〇専門職が地域の資源や情報を
把握できる仕組みづくり(ケア倶
楽部の活用等)
〇専門職への生活支援体制整備
事業の重要性の周知

専門職と地域の支援者が交流を
図れる場の創出や、地域住民・
専門職を含めた２層ワーキング
の創出を検討する。

合計

支所
特別養護老
人ホーム
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1 医師 1 3

0 歯科医師 0

1 薬剤師 1
通所介
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0

2 看護師 0
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護

0

作業療法
士

0
訪問看
護

1

生活支
援CO

1
理学療法
士
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基幹セン
ター

1 1
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1 医師 1 4

歯科医師

薬剤師 1
通所介
護

看護師
訪問介
護

作業療法
士

訪問看
護

1

高支連
医療相談
員

1 5

民児協
理学療法
士

1 1

1 警察

3 製薬企業 1 1

福祉用具 1 23

地域包括

市役所

学生見学 司法書士

大学教員

地域共生社会そのものについて
の認知度を調査し結果によって
は対応施策を考え直す。他市に
おいては担当課間の横断的な施
策も動き出している。地域包括
ケア推進課としてもっと地域活
動に関わり推進強化の必要あ
り。今回ケア会議参加者向けに
認知度調査を実施した

地区社協 介護事業者

市社協

団地で孤独、孤
立に陥っている
人が生きがいを
感じ社会と繋が
り続ける環境と
は

○そもそも…他との関わりを拒
む人への集団への誘いは難し
い。
○得意な事を引き出す。社会と
の繋がりを維持する方策。
○集まるのが苦手な人へのどの
ように前向きに生きられるかの
仕組みが見当たらない

○妄想や不安を抱えている独居
の方が穏やかに暮らしていくた
めには
○暴力を振るう精神疾患の子と
同居を続けて世話をしたいと願
う高齢者の支援について
○抑鬱から社会との繋がりが困
難な人の関わり方や地域にあれ
ば良い資源について

○イベント等の数が増えれば選
択肢が広がる
○世話やきによる声掛け
○SNSでの繋がりを考えてみる
○イベント、フリーマーケット
で制作物等を出品
○頼られる事を知ってもらう機
会
○マッチング出来る仕組みを検
討。気が合えば、関わりが深ま
る

プロボノＭＡＴＳＵＤＯを利用
してインスタグラムは立ち上
がったので、イベントごとに発
信を増やし目に留まるように工
夫する

ＮＰＯ協
議会

合計

町会 ケアマネ

団地事業者

〇ケアマネへの介護保険以外の
負担がなくなる仕組み作り
〇ボランティアがやる気を感じ
るような仕組み作り

市役所

特別養護老
人ホーム

〇認知機能の低下
〇公的サービスの利用の拒否
〇支援者の高齢化

90代 きょうだいと同居。これ
まで支援してきた近隣者も高齢
化により支援が困難。本人達の
緊急連絡先がわからない

〇民生委員・包括の早めの介入
〇緊急連絡先の早めの確認

〇公的サービスの利用
〇支援ができる親族の確認

〇公的サービスの啓発活動
〇緊急連絡先等の確認するため
の仕組み作り

ボランティア
〇介護者の高齢化
〇ケアマネへの過剰な負担

80代 要介護３ 麻痺あり。近
隣に住む親族が支援をしてくれ
ているが、親族も高齢化により
ケアマネに負担がかかる

〇早めに民生委員へ相談
〇若い世代の支援者の緊急連絡
先を確認。必要時は後見人を依
頼

〇早めに民生委員・包括に相談
〇必要であれば地域の方も同席
〇顔の見える関係作りをする

民生委員

ボランティア

〇認知機能の低下あり
〇経済的負担が大きい
〇仕事をしながら介護
○介護者の認知症等の理解不足

80代 独居 要介護2。子が身の回
りのこと等をサポート。認知症
状が進み、子による心配な行動
が起きるようになった

〇本人と子を分離し、金銭面を
安定させ、施設入所を検討
〇ケアマネと介護者との関係を
密にしていく必要性

〇認知症の普及啓発
〇介護者に対する支援の検討
〇本人と子を分離し、生活保護
を検討し、施設入所を検討する

〇働く世代の方への認知症・介
護保険の普及啓発
○仕事をしながら介護をする家
族へのサポート
○生活保護になれない狭間の人
の支援

〇認知機能の低下あり
〇在宅生活が難しくなった場合
の対応方法が不明（いつどこに
相談したらよいのか）

80代 要介護1  生活保護。肺気
腫で在宅酸素利用。訪問介護、
デイサービス等を利用。身寄り
なく緊急連絡先がない。

〇小規模多機能の利用
〇元気なうちから病気によるリ
スクの説明や今後の身の振り方
を聴取しておく

〇介護保険の普及啓発
〇元気なうちから、本人の気持
ちを確認し、今後発生するリス
クを理解しておく

○身寄りがない方の緊急時の対
応の仕組み作り
○あんしん電話の普及
○有料の見守り協定
○後見人等がつくまでの支援が
ストップしない仕組み作り

町会 ケアマネ

介護保険だけ、
地域の力だけで
は埋められな
い、その隙間を
埋める為
「おたがいさ
ま」の力を高め
るためには、ど
のような仕組み
作りが必要か?

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

合計

成年後
見セン
ター

1
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医師 2 7
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1

高支連 3
管理栄養
士

1 6

生活支
援CO

1
理学療法
士

1 1

松戸
NPO

1 学校教諭 2 1

健康推進
課

その他 1 38

2 医師 1 6

1 歯科医師 1

薬剤師 1
通所介
護

4

1 看護師 1
訪問介
護

3

作業療法
士

訪問看
護

1

生活支
援CO

医療相談
員

4

理学療法
士

1 1

警察

看護多機
能

1 1

グループ
ホーム

1 31

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

〇（介護保険サービス利用以外
で）認知症になっても地域で活
躍できる場はありますか?
〇（地域になければ）どうすれ
ば活躍の場はできますか?

本人は⾧年、自己中心的な配偶
者の言動に寄り添っていたが、
不満あり。また数年前より配偶
者の認知面の低下があり、夫婦
2人の暮らしを総合的に支えて
いくためにどのように働きかけ
ればよいか

〇本人の趣味、特技を生かすこ
とができれば活動できるのでは
ないか
〇受け入れ側の理解がないと難
しい

〇認知症サポーター養成講座の
回数を増やして、地域住民の認
知症への理解を深める
〇介護施設、通所介護などで囲
碁・将棋ボラ、楽器演奏、草取
りなどの需要がないか聞き取り
〇多機能コーディネーターによ
るマッチング

〇認知症本人の社会参加の機会
の促進
〇市民の理解の増進を図る

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム
看護小規模
多機能

町会 ケアマネ

課題検討
ボランティア

合計

市社協

民生委員

ボランティア

町会

地区社協

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム
小規模多機
能

合計

〇ケアマネのシャドーワークを
減らす方策を検討して欲しい
〇総合事業の活性化
〇自立高齢者や要支援の方、そ
の家族等にセルフケアについて
今まで以上に普及啓発してほし
い

地域包括ケアシ
ステムを実現す
る為に、地域と
専門職の連携が
大切

〇地域包括ケアシステムの構築
〇ケアマネや介護の人材不足

水道光熱費の支払いが出来ず止
まってしまうこともあり、年金
も使途不明な独居高齢者

民生委員や地域の方とケアマネ
との連携会議を継続実施

〇民生委員の名簿一覧を「地域
とケアマネ交流会」時ケアマネ
に随時配布
〇お互いが顔の見える関係を構
築し、インフォーマルサービス
の重要性をケアマネに理解して
もらうよう普及啓発する

ケアマネ

介護事業者
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医師 1 1

歯科医師 1

薬剤師 1
通所介
護

2 看護師 1
訪問介
護

1
作業療法
士

訪問看
護

理学療法
士

1 2

1
地域共生
課

1

小金保健
福祉セン
ター

1

男女共同
参画課

1

元気応援
クラブ

1 16

医師 2 1

歯科医師

薬剤師 1
通所介
護

1 保健師
訪問介
護

作業療法
士

訪問看
護

1

警察

消防

基幹 1 20

〇地域資源の活用
〇情報、地域資源へのアクセス
をわかりやすくする（利用者が
どのような経緯で情報を得た
か、資源に辿り着いたかを確認
し、複雑な手順を介さずに情報
を得て資源活用ができるように
発信の方法を適宜見直す）

〇支援者のサポート（包括から
の依頼を受け好意で活動してく
れる支援者が公的な手続きに同
行・通訳をする場合、交通費負
担等で活動の継続を支援）
〇公的情報のユニバーサル化
（通訳側のボランティアが、制
度を正しく理解して情報を伝え
られるとは限らず、地域レベル
での対応に限界あり。窓口での
通訳対応やパンフレット等の多
言語対応等が望まれる）

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

小金原地区の地
区課題、現状と
取り組み

日本語が不自由な外国人高齢者
の支援と対応方法。現状のコ
ミュニティや対応から今後を考
える

〇R6年度第３回地域個別ケア会
議 事例２
日本語の読み書きは難しいが簡
単な会話は可能。本国との制度
の違い、文化的な背景や言語の
問題で制度の理解や手続きに困
難が生じているケース
〇日本に帰化しているが日本語
の読み書き会話が困難。制度の
説明と理解だけではなく、通常
のコミュニケーションでも何ら
かの工夫が必要なケース

〇地域で孤立させない（民生委
員等による声掛け、見守り、異
文化への理解を深める交流）
〇地域の人材の活用（言語対応
可能なボランティアに協力を依
頼）
〇言語習得の支援（国際交流協
会等が主催の語学教室の情報提
供）

〇地域資源の情報発信と活用
（人材も含めて、地域資源の情
報発信を行い、活用を促す。
包括の多機能コーディネーター
も介入して、イベント等で啓発
を行う）
〇情報格差を少なくする（地域
での集まり等に参加できない・
しない人にいかに情報を届ける
は多機関等で考えるべき課題）

特別養護老
人ホーム

小規模多機
能

ボランティア
多機関職種による連携について 〇連携のしくみ作り（地域に点

在する資源の「見える化」と、
課題に応じた相談先の決定基準
などを定める）
〇各機関・支援者のスキルアッ
プ（支援者各々が制度等の活用
についての理解を深める。各機
関での研修、教育体制の整備）

〇公的情報の多言語対応
〇地域包括支援センターほか、
支援機関、支援者への情報提
供、研修会の実施

エンディングノートの実際の活
用につながらない

〇必要な情報を添え小金（松戸
市）版エンディングノート作成
〇必要な場合は遺言書作成等の
情報提供もしながら配布
〇元気なうちに書き留める又は
家族が事前聴取の上書いておく

家族とコミュニケーションをと
るツールとして活用できる

〇アプリやインターネットの活
用などを検討する
〇エンディングノートや死後事
務委任サービス等の情報をまと
め、必要な資源開発の検討
〇各専門分野の意見集約

ケアマネ

本人の意思決定
支援・家族のグ
リーフケア・エ
ンディングノー
トに関する意見
交換

生活支援
課

特別養護老
人ホーム

健康推進
課

しぐなるあ
いず

生活支援コー
ディネーター

合計

町会 ケアマネ

合計

〇支援者の精神的落ち込みを防
ぐため、傾聴する支援者のケア
の必要性
〇配偶者を失くした方を定期訪
問すると数時間話が止まらな
い。月に1～２回程度訪問

家族を亡くした後の困りごとな
どをまとめる

高支連 地域包括

多機能コー
ディネーター

地域包括ケ
ア推進課

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

ボラン
ティア

具体的なグリーフケアが分から
ない

〇家族を亡くし抑うつ状態にあ
る方は適切な医療につなぐ
〇本人逝去後も家族の話の傾聴
を必要に応じ継続し寄り添う
〇人との交流を維持するためサ
ロンに誘う

認知症や家族の支援拒否などに
より本人の意思決定が難しい

〇本人、家族が意思決定をする
ための情報提供を専門職が行う
〇意思決定支援のための話し合
いや内容の確認等を実施
〇元気なうちに意向を聞き取り
エンディングノート等を作成
○いつでも希望が変更できるこ
とも伝える

元気なうちになるべく意向を確
認する

町会
〇重度の認知症により理解力低
下した方への意思決定支援につ
いて
〇支援希望のないセルフネグレ
クト疑いのある高齢者への支援
〇キーパーソンの子の決断力が
乏しく世帯への支援をどう行っ
たら良いのか考えたい。
〇同居家族と関係が希薄で支援
を受けられない高齢者について
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医師 1

1 歯科医師 1

薬剤師 1
通所介
護

3 保健師
訪問介
護

言語聴覚
士

1
訪問看
護

1

高支連
医療相談
員

1 3

生活支
援CO

理学療法
士

2

オレンジ
協力員

警察 1

CI新松
戸

3 消防

障害 19

医師 1 3

歯科医師

1 薬剤師 2
通所介
護

2 看護師
訪問介
護

作業療法
士

訪問看
護

2

高支連
医療相談
員

5

生活支
援CO

言語聴覚
士

1 2

警察 1

消防 1

21

〇若い方が通う事が出来る様な
デイサービス作り
〇いろいろな人が集まる事が出
来るコンビニ等との連携
〇個人が持っている様々なスキ
ル、キャリアを活かした活動に
対する広報活動

町会 ケアマネ

孤立・詐欺・こ
ころの不調を防
ぐために、70代
から始める「つ
ながり」と「安
心」の場づくり

民生委員

看護小規模
多機能

合計

合計

ボラン
ティア

地域包括

市役所

小規模多機
能

地区社協 介護事業者

市社協

「ちょっと聞いてよ」「なにか
あった?」な関係性づくりか
ら、詐欺被害を防止する為の情
報共有等、さまざまな変化に気
づく地域の目を育てる必要があ
る

〇一人が好き、まだ若いからデ
イには行かない
〇寂しさから誰にでも、何でも
話してしまい詐欺にあってしま
う
〇孤独によって心が落ち込み、
認知症や精神疾患が進行してし
まう

〇趣味、特技等を活かしてス
ポーツ推進員等での活躍をして
もらう
〇昔の遊びや映画鑑賞等、若い
頃していた趣味活動等を提供す
る場を作る

〇回覧板、掲示板の活用の他
に、高齢者がよく利用する散髪
屋、病院（整形等）等での情報
が得られるようにしていく
〇詐欺の普及啓発活動、出前講
座などの活用

町会 ケアマネ

高齢者が住み慣
れた地域で自分
らしく生活する
ために

ボランティア

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

○家族からの支援が難しい世帯
や、家族に頼りたがらない高齢
者、身寄りがなくKPが不在な高
齢者が増えている
〇介護保険の認定が下りてもケ
アマネ不足によりサービスへ繋
がるまでに時間がかかる
〇民間のサービスについても担
い手不足であることと金銭的に
苦しい方の場合利用に繋がりに
くい

〇日常生活全般、金銭管理が必
要な独居高齢者への支援につい
て
○独居で家族との関係が希薄、
認知面の低下もある本人に対し
て今後できる備えについて

〇掃除やゴミ出し等の家事支
援、ペットの世話、安否確認、
グリスロの活用等の移動支援
〇本人対応を要する銀行手続き
の出張サービスがあるといい
〇大学のサークルでボランティ
ア活動をしてもらう
〇アクティブシニア向けコンテ
ンツの作成や、有償化によるボ
ランティアの担い手獲得
〇若者への普及啓発に向けた介
護分野のビジネスモデル
〇ロボット等のAI機能搭載ツー
ルの利用
〇つながり協力員の育成や支援
体制を整える
〇デイサービスで業務の効率
化・職員の動きを見える化し、
隙間時間にヘルパー業務が行え
るよう調整

○地域資源の洗い出しをし、
マッチングを行う
〇つながり協力員の活動内容や
報酬等について検討していく
〇担い手不足を補うため、ロ
ボットなどのAI機能搭載ツール
の普及啓発
〇若者に介護の仕事を知っても
らう
〇体操教室の参加者が担い手側
になれるよう支援していく

〇大学と協働し、ボランティア
活動の推奨
〇若者に介護の仕事内容ややり
がい等を伝える場作り
〇メーカーと協働しロボットな
どのAI機能搭載のツールの普及
啓発
〇ボランティアへの報酬につい
て、ポイントなど担い手になり
たいと思うような仕組み作り

地域包括

市役所

民間ヘル
パー
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医師 1

1 歯科医師

薬剤師 1
通所介
護

2 看護師
訪問介
護

1

作業療法
士

訪問看
護

2

高支連
医療相談
員

6

生活支
援CO

1
管理栄養
士

警察

消防 2

理学療法
士

1 18

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

ボランティア

地域包括

市役所

〇町会や民生委員を引き継いで
くれる、若い世代の担い手が少
ない
〇町会によって、地区社協の活
動の理解が異なる

〇独居で、自宅の片づけがゴミ
捨てが困難になり、不衛生な環
境で生活している高齢者の事例
〇独居で、本人が支援者に対し
て拒否的であり、家族も意思疎
通が困難で、支援者が対応に苦
慮している事例

高齢者の見守り体制を構築して
いくために、町会や民生委員と
も高齢者つながり協力員の活動
について議論をしていく

〇町会と民生委員が協力し、独
居高齢者の見守りや、活動の場
の支援を行っている
〇高校生のボランティアにも協
力してもらい、多世代の居場所
づくりをしている

地域包括がまつどDEつながるス
テーションの活動に参加してい
るが、多世代のあらゆる課題を
抽出して対応するためには、子
供や障害などの分野も含めて、
様々な機関が参画できるような
体制づくりをしてもらいたい

町会 ケアマネ

お互いさまとし
て支え合える地
域づくりを目指
して～馬橋地区
での高齢者つな
がり協力員の取
り組みを考える
～

グループ
ホーム
看護小規模
多機能

合計
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